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by 
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From the 2nd Surgical Division, Kyoto University Medical School 
(Director : Prof. Dr. Y ASUMASA AOY AG!) 

The role of the liver in fat metabolism was studied by investigating on the 

opsonin production in the blood following intravenous injection of sesame-oil emulsion 

into the rabbits which developed hepatic damage. The hepatic damage in the rabbits 

was experimentally produced with the administration of carbon tetrachloride or partial 

resection of the liver. The following conclusions have been drawn. 

1) The important role of the liver in fat metabolism was confirmed. 

2) An elevation in the opsonin production in the blood after the administration 

of fat suggests the enhancement in the function of all tissue cells due to proper 

oxidation and metabolism of fat and the increase in the resistance of the body. 

The elevation is not simply due to the increase in the phospholipids or lipoprotein 

in vivo caused by fat administration. 

3) The administration of methionine, riboflavin or vitamine C stimulates the 

metabolic processes of fat in vivo to a signi五cantdegree. 
4) Our sesame-oil emulsion appears to produce satisfactory results at the opera・ 

tive procedures like partial resection of the liver and to facilitate the postoperative 

recovery without complications, when administered in combination with various 

v1tam1nes. 

I 緒 E司

従来から個体の体力，抵抗力という問題は，結核の

ような慢性消耗性の疾患を取扱うに際し重要視され，

その生体防衛の＿uこ果たす役割については多くの研究
がなされ，そのような目的からその治療に当っても両

蛋白， ?E:i脂肪あるいは高ビタミ Y等の食餌療法が好結

果を生むものとされて米た．併し，丙蛋白，高脂肪3

rsiピタミ y等の食餌療法が好結果を生む原因の詳細に
ついては，なお今日不明の点を多く胎しているその

中で，脂質の有するi食菌作用の允進作川， li'41h 素に~·l
しての抵抗力増強作用，菌発育阻止作用などは古くか
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ら注目され，就中リポイド体と免疫現象との相関性は

引に注目されて有こ

われわれの教室では，経i静脈性に注入可能な脂質乳

剤を応用することによって，この方面の研究を意図し，

既に教室の陳及び菊池等は脂質乳剤の静脈内注入によ

る血中オプソニ y値の消長を追及した．

また他方，脂質乳剤を応用して行った脂質の生体内

代謝過程についての組織顕微化学的あるいは生化学的

な検索成績は，肝臓が生体内脂質代謝上極めて重要な

役割を果たして居り，肝臓が Chylomicronの1次的処

理のみならず，更に脂酸酸化に際し最も重要な役割を

果たしている臓器であることは最早疑う余地もない．

そこで本実験に於ては，オプソェ γ産生産を指標とし

て肝臓の脂質代謝上に果たす役割の重要性を間接的に

窺う目的で，一種の肝臓毒あるいは肝臓の部分切除主

いう2つの方法を駆使応用することによって，一定の肝

機能障碍を惹起させ，当該家兎の耳静脈内へ脂質乳剤l
を注入した際のオプソェ γ産生量と健常家兎にそれら

の操作を加えた場合のそれとを比較検討したのであ

る．

II.実験材料並に実験方法

1) 脂質事L郵l
本実験に於ては，われわれの教室で作製した2096'プ

マ袖乳剤を専ら使用したが，その含有脂質の全てがト

リ・グリセライドで，またその脂酸組成は高級飽和脂

酸，オイレン骸，不可欠脂酸からなる混合グリセライ

ドである．而してそれを原則として家兎体重毎延当り

l.5ccの割合で， flPち脂質にして毎庇当り 0.3ccの割

合で家兎の耳静脈内に注入した．

2）試獣

体重2～3Kgの雄性成熟家兎を使用した． 草食動

物である家兎は肉食動物である猪と較べて脂質の処理

能力が極めて弱L、ことは，既に教室の麻回の指摘した

ところである．以上の点に鑑み，本実験に於ても陳や

菊池の実験と比較検討するため，専ら家兎を試獣とな

しそれを予め一定飼料で1週間以上飼育して，その

体重が一定となるのを待って実験に供した．なお本実

験の性格上飼料には特に厳重な注意を払い，終始脂質

含盆の少ない一定飼料で飼育した．

3) オプソニンの検査方法

i）血清

早朝空腹時の家兎の耳静脈から乾燥した注射器で採

血し，血清を分離したが，頻回の採血は貧血や低蛋白

血症の原因ともなり，ひいては流血中のオプゾエ γ値

にも著しい影響を及ぼす結果ともなることが考えられ

るので，採血は可及的少量に止めるように努力し， 1 

回の採血量は常に 0.5cc以下となるようにした．

ii）菌液

黄色ブ！ドウ球菌寺島株を24時間寒天基に培養したも

のを0.85%の生理的食塩水に浮遊させ， 60℃ 30分間

加熱滅菌した後，脱脂綿の薄層を2回通して後，更に

遠心分離し，上澄液を除去し，斯くして得た残留菌だ

けを更に3回同様の操作を繰返すことによって十分に

洗糠した上，新たに0.859百食塩水に浮遊させ，而も 1

cc中の菌量が3,000回転30分間の遠心分離によって鳥

潟教授沈澱計の目盛で正確に0.5度目（0,00035cc）とな

るように添加生理的食塩水査を加減した．

iii) 白血球液

体重300kg内外の健常そんモットの腹腔内に無菌中

性プイヨンの lOccを注入し， 4～5時間後に腹腔内

の惨出液を，出血しないように十分注意し乍ら採血し，

洗糠することなしに使用したが，斯る操作を行えば常

に同一混濁度の白血球液が得られる．

iv〕 検査術式

内径0.5cmの滅菌毛細ガラス管に前述の方法によっ

て採取した血清，並に白血球液並に菌液を夫々空気の

層を隔て乍ら等量に吸引し， これを小時計皿に吹き出

し気泡を作らないように極力注意し乍らよく混和した

後毛細ガラス管中に封入し， 37。cm卵恭中に15分間
静置した上，これを取り出し更に十分混和して，塗沫

標本を作製した．而して十分乾燥した後， メタノ ール

で5分間固定し，ギムザ稀釈汲ーで染色した上鏡検した．

鏡検に際しては輪廓が正しく，而も染色性が良いも

のだけを遷び，白血球100個に対する喰菌数の平均値

を算出した なお菌体は正しく（J血球内にとり入れら

れたものだけを計算し，1白血球内に5個以上のが菌

ある場合や白血球と菌との比率が甚だ異る視野は除い

た．教室先人の教えるように以上の操作に十分熟達し

た後本実験を行った そして白血球100個中のI食細胞

数を（喰〉とし，その中の菌数の和を（菌）とし，両

方の和を（子〉とし，血清の代りに0.85%食塩水を使

った場合の喰菌子を対照として両者の比をオプゾニン

値とした．この方法では正常家兎の血清のオプゾニン

値は0.6～0.7であった．

4) 肝障碍作製法について

本実験では－・＇Hiの肝臓riiである四塩化炭素を使用す

るかあるいは肝臓の部分切除を行うことによって肝障
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5日日毎に試獣の背側皮下に注射した．注射開始当初

は一時試獣の飼料摂取量は減少す面ら普通次第に四

塩化炭素の負荷にも拘らず，餌量摂取量は増加し，体

重も全実験期間中略々一定に保たれるものが大部分で

あった．併し，一部のものは衰弱著しく，餌料接取量

も減少し，下痢を来たし結局死亡したが，斯る例は全

て実験成績から除外した．四塩化炭素注射家兎にずロ

ムサルブァレシ試験を行うと，一般に四塩化炭素注射

翌日 B.S. P.値は一旦と男ーするが，その後次第に回

復し，大体2j/昼間以上経過すると B.S. P.値は10～

30°；；の範囲内で変動する（第2表〉．

また四塩化炭素の注射開始と共に家兎のオプソニン

第28巻日本外科宝函

碍を実験的に惹起させた．また，その際の肝機能障碍

の程度を知る方法としては，本実験に於ては専らフロ

ムサルブァレ γ試験法を応用した．フロムサルブプレ

ン試験を施行するに際しては，家兎の体重t/fli.王当り

lOmgの割合で0.5%ヘパトサルアァレ Y水、傍液（第一

化学薬品株式会社製品〕を耳静脈から注入し， 5分，

10分， 15分， 20分後に他側の耳静脈から約 I.Sec採血

し，採取し得た血清に更に10%可性曹達液1滴を滴下

した際の青変の程度を，コ γパラト－JJ,,を用いて標準
液と対比し乍ら比色し，各時期の血清中の色素濃度を

測定したが，健常家兎では15分値がO～2.5%程度であ

り，この範囲内に為るものを正常家兎と見倣した（第

1表〕．
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四塩化炭素を5日目毎に皮下

注射した家兎の B.S. P.値

第2表
健常家兎の B.S. P.値
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III. 実験成績並に考察

四塩化炭素による肝障碍時の血中オプゾ二ン値

の消長

前述のように四塩化炭素は古くから一種の肝臓毒と

して知られて居り，本実験に於ても四塙化炭素の20.%

オレー 7油溶液を家兎の体重毎旺当り 0.2ccの割合で

1〕



i) 脂質事l斉I］を 1回限り注入した場合

20%コぜァ油乳剤lを家兎体重1!1王当り l.5ccの割合で

l回限り注射し，一定時間毎に採血して流血中のオプ

ゾニン産生状態を調べた健常家兎では血中オプソ－

Y値は12時間後まで多少動揺するが， 24時間後には約

30%程度の血中オプゾニ Y値の増大をみ，以後漸減し

て行くのに反して，四塩化炭素注射家兎では健常例と

較べ遁かにオプゾニ Y産生状態がわるく，血中オプゾ

ーγ値の増大時期が著しく遅延している．即ち，ゴ7
油乳剤注入後1週間前後に至って初めてピ クに達

し，以後再び漸減して行く（第4表及び第2図〕．

第4表 1回限り脂質乳剤lを注入した場
合の正常及び四塩化炭素注射家

兎の血中オプゾ」 y値の消長
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産生機能は低下し2週間後には健常家兎に較べ約20%

程度低下し，以後大体同様の値を示しつつ経過した

（第3表及び第l図〕．

四塩化炭素を5日日毎に皮下注射し
た家兎の血中オプソニシ値の消長

（平均値〉
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第2図

柏

四塩化炭素を5日目毎に皮下注射し

た家兎の血中オプソ ι ン値の消長

従って脂質乳剤の負荷は全て，四塩化炭素負荷後2

週間以上経過したもののみについて行い，その際の血

中オプゾニシ値の消長をi検討した．

第1図
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斯る事実は多分に肝星細胞に於けるグリセライドの

Phospholipid化の障碍にもとづくものと思われるが，

後述のように組織顕微化学的検索でも肝臓中に長期に

豆り Phospholipid化されていないグ、リセライドを認

めることからみても明らかである．併し，オプソエン

産生の障碍はそれのみでなく，グリセライドが肝星細

胞等による 1次的処理を経た後， Phospholipid とし

て多くのものが一一それも Lipoproteinとして肝実質

細胞内に移行し，そこでそれら脂酸の酸化燃焼が行わ

れる関係上，四塩化炭素の負荷時には，もとよりその

ような脂酸の酸化燃焼に大きな役割lを果たす肝実質細

胞の障碍が併存して居り当然オプゾニンの産生にも著

しい障碍作用を及ぼしているものと考えなければなら

ないであろうし，また四塩化炭素負荷による血清中の

アルブミ γ量の低下は，前記肝星細胞中でグリセライ

ドから生じた Phospholipidを αーlipoproteinとして

全身の組織細胞中へ運搬するに際し， αーlipoprotein

の形成に著しい障碍をもたらすものと憶測される．

ii) 脂質事L剤のみを連続3週間に亘り反覆注入した

場合

次いで凹塩化炭素注射家兎に対し長期に豆りプマ油

乳剤を反覆注入した際の血中オプゾニ Y値の1首長を検

討した．

然るに健常家兎に於てはプ→油乳剤l注入開始後7～

10日で血中オプソニ Y値は約50%程度増大し最高値に

達するが，その後漸減して3週間自には殆ど注入前の値

に復し，注入中止後再び一時的に上昇した後正常値に

復した．四塩化炭素注射家兎ではオプゾニ Yの産生が

悪く，血中オプゾニ Y値は乳剤注入開始後10日日頃に

至って一応はピークに達し，以後急速に低下し，注入中

止後やはり一旦梢々増加を示した（第5表及ひ、第3図〉．

iii) メチオニン，リボフラビンの併用下に脂質事L斉I]

を連続3週間にEり反覆注入した場合

メチオユンが抗脂肝性作用を有することは従来から

よく知られて来たが，最近 Kennedy等は Phospholi‘

pidの生成過程には Cytidine triphosphateが関与

し， PhosphorylcholineのLipidacceptor はPhospha-

tidic acidではなく，それがヂ・グリセライドである

ことを明らかにし， Phospholipidの合成は ATPの

作用下に Choline,Ethanolamine守ーから Phosphoryl-

第5表脂質乳剤lのみを連続注入した場
合の正常及び回塩化炭素注射家
兎の血中オプゾニシ値の消長

健常例 四塩化炭素注射例

Index I 比 Index I 比

0.68 1.00 正 戸市比 値 0.67 1.00 

注射前値 0.54 0.80 

（注射開始）

0.90 1.32 2 日 0.58 0.87 

0.93 1.36 3 /J 0.63 0.94 

0.92 1.35 4 /J 0.68 1.01 

1.03 1.52 6 // 0.69 1.03 

1.02 1.50 8 // 0.72 1.07 

1.03 1.52 10 // 0.76 1.13 

1.03 1.52 12 /J 0.63 0.94 

0.99 1.45 14 /J 0.58 0.87 

0.92 1.35 16 /J 0.56 0.83 

0.80 1.18 18 打 0.53 0.79 

0.72 1.06 20 // 0.58 0.87 

（注射中止〕

0.69 1.03 22 日 0.54 0.80 

0.68 LOO 23 /J 0.52 0.78 

0.79 1.16 25 /1 0.54 0.80 

0.79 1.16 27 // 0.70 1.04 

0.70 1.03 29 // 0.73 1.09 

0.69 1.02 31 // 0.62 0.92 

0.68 LOO 33 // 0.56 0.83 
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第3図脂質乳斉ljのみを連続注入した場
合の正常及び四塩化炭素注射家

兎の血中オプソニ y値の消長

cholineや Phosphorylethanolamineを生じ，これが に夫々 Phosphatidylcholineや Phosphatidylethano・

更にCytidinetriphosphat巴の作用下に夫々 Cytidine・ !amineのような Phospholipidを生成するに至るもの

diphosphate ・ choline, Cytidine ・ diphosphate ・ etha- と述べている 即ち， Choline,Ethanolamine等は所

nolamineを生じ，ヂ・ゲリセライドと反応してそこ 謂 Phospholipid生成基質のーって、あることが判明す
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るに至り，従って注入脂質が円滑な 1次的処理を受け

るためにはそこにどう しても十分なCholineの同時補

給が心掛けられなければならない．またリボ7ラピγ

が Fattyacid cycle及び T.C. A. cycleの輸行に際

し重要な歯車紫学的意義を有することは今更改めていう

迄もなく，これが脂質の酸化燃焼に際しても欠くべか

らざる重要なビタ ミンである．事実陳が健常家兎に脂

質乳剤を注入するに当り， メチオニγ， リボヲラピン

を併用するとオプゾニ γ産生状態もまた緩めて改善さ

れうることを指摘している点に鑑み， 本実験に於ても

武田製 L－メチオニ γあるいは日本衛材社製チョコ

ラBBを併用した際の血中オプゾニン値の？首長を追及

した．メチオェ γは家兎体重毎託当り lOmg, リボ 7

ラビγは 2.5mgの割合で夫々脂質乳剤と併用した．

まず， メチオェ ：／. リポプラピンが四塩化炭素注射

家兎の血中オプソニ ン値に及ぼす影響を検討する目的

でこれらの薬剤lのみを連続1週間に豆り試獣の静脈内
に反覆注入し， 12日聞に亘って血中ォーfソュγ値の消

長を観察した．然、るに Choline,リボ 7 ラピγの投与

では健常家兎， 四塩化炭素注射家兎の何れも大した影

響が認められなかった（第4図）

』。2，品民＇.町'.: ・・・後暗何•J

1.4 ・〈〉・圃’且・ι慶轟注射笥，
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第4図 メチオニ y，リボ7ラピyの

みを連続注入した場合の正常

及び四塩化炭素注射家兎の血
中オプゾニγ値の消長

次いでゴマ治手L斉（！とメチオニンの両者を併用し連続

3週間に亘り1綿脈内に反夜注入した際の血中オプゾニ

y値の消長を観察した．然るに健常家兎では血中オ プ

ソニγ値は急速に増大し，4日目に於て既に約50%1科

大し最高値に遣し，以後同様の状態を維持し，第3j盟

の終り頃から檎々下降の傾向を示すようになり， 注入

終了後と艇もヨマ泊乳剤単独注入時のように急速に下

降するこ とはなく，その低下も極めて緩除であった．

四塩化炭繁注射家兎ではコVマ油乳剤単独注入例と鮫ベ

オプソユ ンiftll¥状態は健前家兎の場合同様，多少改善

された（第6表及び第5凶）．

第6表 脂質手L斉IJ，メチオニYを混合連
続注入した場合の正常及ひ・四塩

化炭素注射家兎の血中オプソ ニ

ン値の消長

健常 例 四塩化炭素注射例

Index I 比 比

1.00 I正常値I0.65 I 1.00 
注射前値 0.52 0.80 

〈注射開始）

0.82 1.22 2 日 0.55 0.85 

0.92 1.37 3 ,, 0.58 0.89 

1.02 1.52 4 // 0.67 1.03 

0.92 1.37 6 ,, 0.71 1.09 

0.92 1.37 8 // 0.71 1.09 

0.95 1.42 10 // 0.74 1.14 

0.96 1.44 12 // 0.77 1.19 

0.97 1.45 14 // 0.72 1.11 

0.93 1.38 16 /.' 0.67 1.03 

0.95 1.42 18 // 0.66 1.02 

0.92 1.37 20 ，， 0.66 1.02 

（注射中止〉

0.92 1.37 22 日 0.63 0.97 

0.87 1.30 23 // 0.57 0.88 

0.76 1.13 25 // 0.67 1.03 

0.84 ’1.25 27 // 0.72 1.11 

0.79 1.18 29 // 0.70 1.07 
F<•'-'".t 

0.72 1.07 31 // 0.55 0.85 

0.68 1.01 33 // 0.53 0.82 
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第5図 脂質乳剤，メチオエンを混合連
続注入した場合の正常及び四塩

化炭素注射家兎の血中オプソニ

y値の消長

次に，プマ油乳剤，メチオニン， リボアラヒ・ンの三

者を併用した場合の血中オプソ二 y値の消長について

測定したが，健常例ではメチオニ ンのみの併用例に較
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べ更にオプゾニンの産生状態は良好主なり既に8臼に

して最高値に達し，以後僅かずつ上昇を続け最高約80

%の増大を示した．四塩化炭素注射家兎でも血中オプ

第7表脂質乳剤，メチオュ：／＇ リポプ

ラピシを混合連続注入した場合

の正常及び四塩化炭素注射家兎

の血中オプゾニシ値の消長

健常例 四塩化炭素注射例

1竺三｜ 比一i _I I竺三lーと
o.66 ! i.oo I正常値 Io.66 I i.oo 

注射前値 I0.53 I o.so 

（注射開始）

0.89 I 1.35 

0.86 I 1.31 

0.92 I 1.39 

0.98 I 1.48 

1.04 I 1.57 

1.01 I 1.53 

1.01 I 1.53 

1.04 I 1.57 
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第6図脂質乳剤，メチオー y，リボ 7

ラピシを混合連続注入した場合

の正常及び四塩化炭素注射家兎

の血中オプゾエン値の1首長

ソニ Y値は注入開始後2週間目位を頂点としたなだら

かな増加曲線を画き，注入中止後と臨もなお暫くの間

正常値以上の値を持続した（第7表及び第6図）．

これらの成績から四塩化炭素注射家兎に於てもオプ

ソニ Yの産生状態はメチオニンの作用によって，更に

はリボフラピンの併用によって著しく改善され得る

が，なお健常家兎の場合に較べると遁かにオプゾエン

の産生状態は貧弱である．併し脂質代謝に重要な役

割を果たすその他のピタミシ類即ち，ピタミ y B，，ピ

タミシC，ニコチン酸アミト，パY トテν酸等をも併

用すれば，斯る強度の肝障碍と雌もオプソニYの産生

状態は健常試獣のそれと殆ど同様の成績を示すに至る

ものと恩われる．

併し，本実験を施行することによって，教室の先人

が組織顕微化学的あるいは生化学的に明らかにしてい

るように脂質代謝にはCholineやリボフ ラピYが重要

な役割を果たしていることが，間接的に立証され得た

と同時にオプソニンの産生の増大が単なる注入脂質の

網内系刺戟作用にもとづくものでないことは明らかで

ある．また，血中オプソエン値の増大が脂質乳剤jの

注入による Phospholipidの産生増大，換言すれば

Lipoproteinの産生増大のみにもとづくものではなし

それと同時にそこに産生された Lipoproteinが肝実質

細胞並に肝外組織に活溌に移行して，円滑な処理過程

を受け，酸化燃焼し，全身の種々なる機能を充進し，

全身抵抗力が増強されることによるものと考えるのが

妥当であろう．併し四；頃化炭素のような毒物を以て肝

障碍を惹起せしめる時は肝臓のみならず腎臓等の他臓

器も同時に当然ある程度の障碍を来たして居り，純粋

の肝障碍のみが存在しているものと考えることは出来

ない．そこで次に述べるように，肝臓の部分切除とし、

う方法によって可及的純粋の肝障碍のみが存在する家

兎を作成して以上の実験を繰返し行った．

2) 肝臓部分切除による肝障碍時の血中オプソニン

値の消長

予め1週間以上飼育した家兎を20°.；ウレタY溶液7

～9ccの麻酔下に剣状突起直下から正中線上に3～4cm

の皮I荷切闘を加え開腹した上肝臓の部分切除を行った

が，家兎の肝臓は数3廷に別たれて居り，従来その切除

の限界は 3葉迄とされている．従って本実験に於てg~

褒の附着する右業以外の大きな2禁の肝部分切除を行

った．術後， 2～3日試＼w：は元気なく，一時的に食餌録
取量も減少するが， 7～10日前後にして一般状態も殆

ど回復し， 7 ロムサ I~ フ ァレ Y I吠I，＼~に於て も 10日目前



後で 7.5～10匂程度の軽度肝機能障碍を認める程度と

なる（第8表）．

ところで肝部分切除後のオプゾーンの産生状態は術

後2～3日は軽度に低下するが，その後は大体正常の

産生状態を示した（第7図〉． なお，プ＇＂t由乳剤の注
入は肝部分切除後10日目から常に行った．

i) 脂質事L剤を 1回限り注入Lた場合

健常家兎と略々一致したオプゾーン産生状態を示し

た．即ち，血中オプゾニシ値は注入後6時間頃迄多少

動揺するが， 24時間自には最高値となり約30%程度の

増加を示し， 48時間後に於ても略々同程度の状態を持

続し，以後漸減した（第9表及び第8図〉．

第9表脂質乳剤！を1回限り注入した場
合の肝部分切除家兎の血中オソ9

ソニ Y値の消長
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肝部分切除を行った家兎

の B.S. P.値

第8表
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即ち，肝部分切除とし、う手術的侵裂後の脂質乳剤lの
1回注入はオプゾニン産生状態に何等の悪影響をも及

ぼさないものということが出来る．事実後述するよう

に組織顕微化学的検索により， 注入脂質は健常家兎同

オ

2ρU －・・旬t牢明
・°＇’m刊融制

機順調に処理されている． 11.2 

ii) 脂質事L剤lのみを連続3週間に亘り反覆注入した 11.0 

l,t 

場合

健常家兎の場合に較べてオプゾニ γの産生状態は檎

々低下している．即ち， オフゾエン産生状態は最高値

で約50°0'1＼＇度の増加を示し，健常例と大した差異を認

めないが，その後， 2週日から3週自にかけて5～10

%程度健常例より低い値を終始持続した（第10表及び

第9図〕．

即ち， l回限りの脂質乳剤の注入では肝部分切除の

影響を認めることは川本なかったが，その反覆注入に

際しては，以上のように多少共オプゾニ γの産生状態

は健常家兎よ りも低下して居り，血中オプゾニゾの消

長にも肝部分切除の影響が判然と認められるようにな

る．

第】O表脂質乳剤lのみを連続注入した場
合の肝部分切除家兎の血中オプ
ゾニン値の消長
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第9図 脂質乳剤lのみを連続注入した場
合の正常及び肝部分切除家兎の
血中オプゾニ ン値の消長

iii) メチオこン， リボフラピンの併用下に脂質現荷l

を連続3週間に亘り反覆注入した場合

脂質乳斉I］のみを注入した場合に較べて血中オプゾニ

γ産生状態は這かに良好となり，而も健常例と何等差

違を認め難くなる．寧ろその注入開始初期に於ては健

常例を上廻る成績を示し， 6日目に於て既に約60%程

第11表 脂質乳剤， メチオニ Y，リポプラピ
γを混合連続注入した場合の肝部分
切除家兎の血中寸プゾ二γ値の消長

Index 比 Index 比

正 常 値 0.68 1.00 正 戸市u. 値 0.68 1.00 

注射前値 0.69 1.01 注射前値 0.69 1.01 

（注射開始〉 （注射開始〉
2 日 0.94 1.38 2 日 0.91 1.34 

3 It 0.97 1.43 3 // 0.92 I.35 

4 ノケ 1.02 1.50 4 // 1.03 1.51 

6 ，， 0.99 1.45 6 // 1.09 1.61 

8 // 0.95 1.40 8 L’ 1.04 1.53 

IO II 0.91 1.33 10 // 1.05 1.55 

12 // 0.90 1.32 12 // 1.05 1.55 

14 // 0.82 1.21 14 !1 1.00 1.47 

16 // 0.71 1.05 16 ／ノ 0.97 1.43 

18 !1 0.70 1.03 18 // 0.96 1.42 
20 // 0.69 1.01 20 // 1.08 1.60 

（注射中止） （注射中止〉
22 日 0.68 1.00 22 日 1.09 1.61 
23 // 0.73 1.07 23 // 1.14 1.67 

25 // 0.80 1.17 25 ／／ 0.96 1.42 
27 // 0.81 1.19 27 // 0.90 1.32 
29 作 0.76 1.11 29 // 0.80 1.17 
31 打 0.71 1.05 31 II 0.84 1.23 
33 // 0.69 1.01 33 // 0.72 1.06 
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第10図 脂質乳剤，メチオニ γ，リポプ

ラピンを混合連続注入した場合

の正常及び肝部分切除家兎の血

中オプゾニ γ値の消長

度の増大を示し，その後も終始同様の値を維持し，注

入中止後正常に復した（第11表及び第10図〉．

RPち，このような肝部分切除後と量産もメチオニン，

リポプ ラピンの併用下にプ7 油乳剤が注入される際は

オ－／＇＇）ニン産生状態には何等の悪影響を及ぼすもので

ないことが判る．否，イマ油手L斉IJの負荷は寧ろ肝再生

を著しく促進するものと考えてよいであろう．事実

Salmon等は肝切除後の血媛と組織蛋白の再建という

観点から，脂質の投与が肝切除後に極めて有効；適切な

処置であるとし，教室の松田は肝切除家兎にゴマ油乳

剤を連続注入した際，肝糖原量の回復を促し，肝機能

に対しでも良結果をもたらすとし、うgjf.を指摘してい

る．

iv) メチオニン， りボフラピン，ビタZンCの併用

下に脂質事L剤を連続3週間に亘り反覆注入した

場合

更にピタミ y Cは Aconitaseの活性を促し，脂酸

酸化の結果生じた Acetyl• CoAとオキザロ酢酸との

縮合下に生ずるタエン酸の Cis・アコエット酸，イソ・

クェγ酸えの移行に大きく関与している 而してピ空

ミYCの欠乏はこの反応過程を阻害するため脂酸E変化
の結果生じた Acetyl・CoA はケト γ体となり，著し

いケト γ体産生の増大をみ，所謂 Ketosisの状態を現

出する結果ともなる．一方肝障碍の存在する11:j＇，ある

いは肝臓疾患時には胤中ピタミ：－＇ Cの減少する事実が

知られている点に鑑みて，更にピタミンCをも併用し

た際の健常家兎及び肝部分切除家兎のオプソニン産生

状態をも比較検討した．ピタミシCとしては武田製の

I-Ascorbic acidを家兎体重毎抵当り lOmgの割合で

使用した．

然るに健常例に於ても前記実験成績以l二の最高のオ

f ゾー Y産生状態を示した.J'.!llち， 1週間前後で血中

オプゾー y値は約809百駒大し終始同様の値を維持し

た．また肝部分切除家兎に於ても終始健常家兎と問機

の血中寸プソニY値の消長を示したのである（第12表

及び第11図〕．

即ち，肝部分切除とし、う手術的侵襲にも拘らずメチ

オニ γ， リボプラピン， ピタミ ゾCの併用は極めてj順

調なオプゾニ：／g量生を促すものということが出来る．

われわれのプマ油乳剤は，脂質代謝に重要な役割を果

たしている肝部分切除とし、う手術的侵襲であっても，

各種ピタミ ンとの併用下に投与すれば，やはり順調に

処理され，それらを注入すれば脂質は体内蓄積をみる

ことなくして極めて有効に利用きれ，生体に障碍作用

を及ぼすどころか，それを注入するこ とによって却っ

て全身低抗力の増大を招来するものであることが判明

した．而して， jjij記四塩化炭素肝障碍時には肝部分切

第12表脂質乳剤，メチオェ y，リボ 7ラ

ピン，ピタミ γCを混合連続注入
した場合の正常及び肝部分切除家

兎の血中オプゾニ Y値の消長

健常例 肝部分切除例

Index I 比 Index I 比

0.68 1.00 正 戸而u. 値 0.68 1.00 

注射前値 0.69 1.01 

（注射開始〉

0.95 1.40 2 日 0.95 1.40 

1.06 1.56 3 It 1.05 1.55 

1.19 1.75 4 // 1.16 1.70 

1.20 1.77 6 It 1.25 1.84 

1.29 1.89 8 // 1.24 1.83 

1.23 1.80 10 L’ 1.21 1.78 

1.15 1.69 12 // 1.18 1.73 

1.15 1.69 14 It 1.19 1.75 

1.14 1.68 16 It 1.10 1.62 

1.13 1.66 18 // 1.04 1.53 

1.15 1.69 20 // 1.19 1.75 

〈注射中止〉

1.24 1.83 22 日 1.23 1.80 

1.28 1.88 23 ノ？ 1.22 1.79 

1.00 1.47 25 ,, 1.14 1.68 

0.77 1.13 27 ,, 0.83 1.22 

0.75 1.10 29 ,, 0.73 1.07 

0.80 1.18 31 ,, 0.80 1.18 

0.70 1.03 33 ,, 0.69 1.02 
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第11図脂質乳剤，メチ寸二 y，リポプラ

ピン，ピタミ YCを混合連続注入

した場合の正常及び肝部分切除家

兎の血中オプゾニン値の消長

除時のような良好な成績が得られない理由は，四塩化

炭素なる毒物がただ単に肝臓だけでなく，腎臓等を初

めとするその他の全身の各臓器を全て多少共障碍する

ためと思考される．併し，斯る実験もただコピマ油乳斉IJ

とメチオニン， リポプラピンの併用下に実験を施行し

た場合であって，更に教室先人の指摘するように，適

量の糖，ビタ ξyB" ピタミ y c，ニコチン酸アミ
ド，パントテン酸をも併用すれば，四塩化炭素による

肝障碍時であっても，ゴマ油乳斉ljの注入により更に良

好なオプソニン産生状態を示すに至るものと思われ

る．

3) 各種肝障碍時の脂質処理能についての組織顕微

化学的検索成績

次いで四；塩化炭ぷ1l:IH＇依氾と肝部分切除家兎につい

て組織顕微化学的検索を行い，さきに行われた教室麻

田，伊豆蔵の正常家兎での実験成績と比較検討した．

脂質乳剤の注入はオプソニン産生状態を追及した場

合と同様に，連続注入の場合は家兎体重毎抵当り 1.5cc

の割合で注入し， l回限りの注入の場合のみは体重勾

抵当り 3ccの割合で，即ち脂質にして毎庇当り 0,6瓦

の割合で注入した．而して試獣は何れも一放血致死せし

めた上，右肺上葉，肝臓，牌！肢の夫々一定部位を切除

し，直ちに10%中性ホルマリシ液中で固定し，カーボ

ワックス包埋によって標本を作製した．またその染色

に当つてはズタン目染色法を採用した．

四塩化炭素による肝障碍時には肝臓は粉々萎縮状態

を示しているが表面は平滑で，硬度に於ても左程著明

な変化は認めなかった．脂質乳剤の迎続注入を行った

際も肉眼的著変を認めず，肺i肱， H事！民も正常像を示し

た．併し顕微鏡的所見に於ては肝臓の変性は可成り高

度で，長期に亘り四塩化炭素を注射した家兎程結合組

織の増殖が強く，肝小葉聞に迄侵入している像を呈す

る．また肝小葉の大きさも不揃いで，その形も不正な

ものが多く，小葉中心部の肝細胞索の排列もみだれ，

肝実質細胞も変性像を示し，原形質の混渇，空胞形成

も認められ，核の消失あるいはその偏在も認められ

る．更に胆管上皮の増殖したのもあり，その周聞には

小円形細胞の浸潤が認められる．

更に肝部分切除による肝障碍時には四塩化炭素注射

家兎に較べ，肝細胞変性の程度は極めて軽く，而も肝

実質細胞の中に2核性のものが相当多くみられるのは

再生現象の行われていることを推測させる．

次いで四塩化炭素注射家兎にl回限り脂質乳剤を注

入した場合の所見をみると，肝星細胞による注入脂質

の処理能は伊豆蔵の正常家兎に於ける実験成績に較べ

明らかに減弱し，且つ遅延していた．而して肝星細胞

に代り結合組織中の組織球性細胞が比較的多く脂質を

摂取している像を認め得る．即ち，肝星細胞の機能を

代償するかのように組織球性細胞が注入脂質の処理を

行っているかのように思われる．

それに反して肝部分切除家兎に1回限り脂質乳剤を

注入した際の脂質の処理状態は，正常例と何等変りな

く，オプソニン産生の良好なことを裏書きしている．

更に脂質乳剤を連続して2週間注射した場合，メチオ

ニ：／＇ リボフラピシ， ビタミシCを併用した際の方が

それを併用しなかった場合に較べて，四塩化炭素注射

家兎並に肝部分切除家兎の作Jれに於ても脂質の処理能

は組織顕微化学的にも良好であった．

IV.結 量五
回目

健常家兎並に実験的に四塩化炭素の負荷あるいは肝

部分切除によって作製した肝障碍家兎の静脈内にプマ

油乳剤を注入した際の血中オプソエン値の消長を追及

することによって，肝臓の脂質代議l機能を間接に窺い，

次のような結論に到達した．

1〕 肝臓は脂質代謝上極めて重要な！臓器である．

2) 脂質投与にもとづく血中オ7＂ソニ y値の上昇

は，投与された脂質が順調に処理され，酸化燃焼され

ることによって全身組織細胞の機能が充進し，全身抵

抗力が増大されたことによるものであり，決して単な

る脂質投与による生体内 Phospholipid－一一ひいては

Lipoprotein の橋大のみにもとづくものではない・

3) メチオニ γ， リポプラピy，ピタミゾC等は何

れも，生体内脂質代謝に極めて重要な役割を演じて居
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第12図 四塩化炭素注射家兎のHf・臓
脂質手L剤を 1回限り注入してから96:1守間後の
所見（ズタン 1U400×〉

第13図四塩化炭素注射家兎の州政
脂質乳剤のみ連続2週間注入したもの（ズタ
:,/ill 400×） 

第14図 四塩化炭素注射家兎の肝臓
脂質手L剤， バテオニ γ．リポプラヒンを混合
連続2週間注入したもの（ズタン目400×）
第13図の場合に較べ変性像は明らかに軽く脂
質量も少ない
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り，それが投与は生体内脂質代謝を極めて順調ならし

める．

4〕 肝部分切除時のような手術的侵裂に当っても，

われわれのプ7油乳剤は各種ビタミンとの併用下に投

与すれば， fnJ等障1碍を来たす怖れはなく，それが注入

は却って全身の機能を良好ならしめ，その回復を促進

するものと思われる．

本研究に当って終始温かい御指導を得た日笠頼則談

師にt1~かく感謝の意を俸げる
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